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顧問

畜産草地研究所を中心とする産学官連携により、多様な食品残さの分別と混

合の後、選抜した特定の乳酸菌を用いて発酵調製を行う「発酵リキッドフィーディ

ング」に関する技術が確立され、飼料成分が安定化し、保存性が向上した飼料

を安価に製造することが可能となった。日本大学は、発酵リキッド飼料調製技術

の高度化を図り、小田急フードエコロジーセンターは、実際に食品残さの収集シ

ステムと養豚現場での給餌システムを開発し、ブランド豚肉の生産・販売に活用

するなど、本技術の効果検証と確立に貢献した。本技術の導入により、我が国

の飼料自給率の向上、飼料コスト低減による畜産経営の改善、食品リサイクル

の推進、二酸化炭素排出量の低減、抗菌性飼料添加物の使用低減による豚肉

の地域ブランド化が図られることが期待される。

受 賞 者

受賞内容及び受賞理由

発酵リキッド飼料の給餌（上）

多様な食品残さの分別と混合の
後、選抜した特定の乳酸菌を用
いて発酵リキッド飼料を調製（下）
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３ 販売価格の状況（平成２０年６月現在）

・今回受賞した技術による発酵リキッド飼料の価格（約６円／ｋｇ※）を乾物換
算すると、約３０円／ｋｇ。

・配合飼料の価格（約６２．８円／ｋｇ）を乾物換算すると、約７０円／ｋｇ。
・発酵リキッド飼料は、配合飼料の約４割の価格。

※当該価格は、輸送方法等により異なる。

１ 飼料自給率向上の現状と目標（濃厚飼料のみ）

○穀類
とうもろこし、米、
こうりゃん、大麦

○糠類
フスマ、米ヌカ

○粕類
大豆油粕
ビートパルプ
ビール・豆腐粕

○動物質飼料
魚粉等

平成２７年度
目標

平成１５年度
平成１８年度

概算

輸入
９０％

国産
１０％

輸入
９０％

国産
１０％

輸入
８６％

国産
１４％

2,004万TDN㌧ 1,973万TDN㌧
1,825万TDN㌧

（194万TDN ㌧）
（199万TDN ㌧）

（255万TDN ㌧）

出典：農林水産省生産局畜産部「飼料をめぐる情勢」等

出典：小田急フードエコロジーセンター、農林水産省生産局畜産部

エコフィードの現状 ※エコフィードは、飼料化手法により、乾燥、サイレージ、リキッドに区別される。

２ 食品循環資源の飼料化の状況（平成１８年度）

3,363千㌧

3,042千㌧

食品製造業

食品卸売・小売業

外食産業

飼料化22％
(2,482千㌧)

全 体

11,352千㌧

4％

飼料化
38％

肥料化
34％

その他
未再生
24％

13％ 19％ 64％

4
％ 9％ 2％ 84％

4,946千㌧

メタン、油脂等3％

出典：農林水産省生産局畜産部「飼料をめぐる情勢」等

肥料化23％
(2,616千㌧)

その他・未再生
51％（5,852千㌧）

メタン、油脂等4％（402千㌧）

４％
８％

１９％
（８万ＴＤＮ㌧）

（１５万ＴＤＮ㌧）

（４９万ＴＤＮ㌧）

国産の濃厚飼料に占める
エコフィード利用量等

濃厚飼料


